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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
　知的障がいのある方等を対象としたホームヘルパー３級養成講
座を、ＮＰＯ法人ワーカーズコープに委託し実施した。
(1)受講者    19人(障がい者11人、支援者8人)
(2)開講期間　平成19年9月1日(土)～11月23日(金)
(3)会場　札幌市手稲区老人福祉センター
(4)カリキュラムの内容
①「北海道介護員養成研修実施要綱」に定める履修科目50時間
のほか、予習・復習や演習など50時間の特別カリキュラムを盛り込
んだ。
②法定履修科目であるデイサービス見学実習は、区内4カ所の通
所介護事業所で行った。そのほか、特別カリキュラムとして区内5カ
所の特別養護老人ホームの訪問を行った。

　19年度に引き続き、知的障がいのある方を対象としたホームヘル
パー３級養成講座を、ＮＰＯ法人ワーカーズコープに委託し実施し
た。
(1)受講者    18人(障がい者9人、支援者9人)
(2)開講期間　平成20年9月6日(土）～11月23日（日）
(3)会場　札幌市手稲区老人福祉センター
(4)カリキュラムの内容
　平成19年度の実施内容に準じて実施

平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 予 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）

手稲区保健福祉部保健福祉課  辰野  ℡  681－2400

保健福祉局保健福祉部障がい福祉課就労・相談支援担当係　成澤、多田　℡211-2936
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＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
○19年度
　知的障がい者と支援者を対象としてホームヘルパー3級養成講
座を実施
○20～22年度
　同上

　　「障がい者と高齢者がともに支えあうまちづくり」に向けた取組
の一環として、高等養護学校の卒業生などの知的障がいのある方
を対象としたホームヘルパー３級養成講座*を、ＮＰＯと連携し実
施する。
　*受講者は20人程度(知的障がい者及び支援者)で、1人につき
延べ約100時間の講習を行う予定である。

　19年度に引き続き、知的障がいのある方を対象としたホームヘ
ルパー３級養成講座を、ＮＰＯ法人に委託し実施予定
(1)受講者    20人(障がい者10人、支援者10人)
(2)開講期間　平成21年9月～11月
(3)会場　札幌市手稲区老人福祉センター
(4)カリキュラムの内容
　平成19年度の実施内容に準じて実施予定

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系コード 3-2-2 事業名 知的障がい者等を対象としたホームヘルパー養成モデル事業
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評    価　（　成　果　） 課    題

■市民との連携、市民参加
　ヘルパー養成講座に一般市民が支援者として参加することにより、障がい者雇用に対する理解の促進が期待できる。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]　知的障がいのある方がヘルパーの資格を取得することにより、就労機会が広がり、障がい者の所得増につながることが期待
できる。
　 [人材協力]　知的障がいのある方と支援者がともに学ぶ機会をもつことにより、障がい者への理解を深めた人材の育成を図ることができ
る。
　 [情報協力]　ヘルパー養成講座のカリキュラムの作成、講師の選定等で、NPOのネットワークを活かした運営が期待できる。
　 [その他の協力]（該当なし）

○募集対象の拡大
　高等養護学校の卒業生のほか福祉施設に通所している障がい者も
募集対象にするなど募集対象の拡大を図る。
○受講生の就労に向けた支援
　ヘルパー3級が介護報酬の算定から外されることから当該資格では
報酬を得ることは難しい状況にある。そのため、2級への拡大や、受講
生が３級の資格を活かして社会参加できるような就労支援の方策も検
討していく必要がある。

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　障がいのある方や支援者がヘルパー養成講座に容易に参加できるよう、受講費用をテキスト代程度に抑えている。

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　第2次新まちづくり計画期間中、本事業を継続実施し、事業の効果について検証する。なお、今後、次の事項についても検討していく。
○対象者数の拡大
　本事業はモデル事業として現在手稲区のみで行っているが、手稲区以外に住んでいる障がいのある方からも受講希望があるなど、資格
取得の潜在的なニーズはまだまだあると考えられる。障がいのある方にとって資格取得はキャリアアップと社会参加に向けての大きな自信に
つながることから、本事業の成果を踏まえて全市的な取組の可能性を検討していく。
○就労支援等の方策
　知的障がいのある方が本講座を受講することにより、人とのコミュニケーションの取り方や社会で生活していくうえでのルールなどを身につ
け、ヘルパーへの就業に限らず、他業種への就職など社会参加を促進する大きなきっかけになるものと考えられる。しかし、現実的にはヘ
ルパー3級の資格だけでは障がいのある方の就労が難しいことから、2級取得などのスキルアップや就労に向けた支援の方策を検討してい
く必要がある。

・20年度は、障がいのある方9名全員がヘルパー3級資格を取得する
ことができた。また、障がいのある方とともに、支援者9人もヘルパー3
級の資格を取得しており、障がいのある方と健常者がともに学びなが
ら受講者全員がヘルパー資格を取得できたことは大きな成果だった
といえる。
・デイサービス見学実習や特別養護老人ホームの訪問実習などを通
じて受講した障がいのある方の社会参加に向けた意欲の向上も図る
ことができた。

計画体系コード 3-2-2

市民 ・企業等との協働の状況 （市民 ・企業等の参加、支援、協力の状況）

事業名 知的障がい者等を対象としたホームヘルパー養成モデル事業

40人 25人講座を受講した障がい者数（累計） － 11人 20人 30人
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項　　　　　　目
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《全体》
現段階で差異はない。
[19年度]

[20年度]

［21年度］

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)
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1,947 1,953

実　績

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ） （単位：千円）

計画体系コード 知的障がい者等を対象としたホームヘルパー養成モデル事業3-2-2 事業名


